
八千代町水道事業水質検査結果（令和 7 年 4 月実施分） 
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1 一般細菌 100以下 0 

水の一般的洗浄度を示す指標です。これが著しく増加した
場合にはし尿、下水、排水等による病原生物に汚染され
ている疑いがあります。一般的には、塩素消毒によりほと
んどの菌が死滅します。 

2 大腸菌 
検出され 
ないこと 

検 出 
されず 

水系感染症の主な病原菌は人や動物の糞便に由来して
おり、大腸菌が検出された場合には、病原生物に汚染さ
れている疑いがあります。一般的には、塩素消毒によりほ
とんどの菌が死滅します。 

色
・
味 

38 塩化物イオン 200以下 21.7 

基準値を超えると塩味を感じるようになります。また、金属
を腐食させる原因となります。自然水中に含まれています
が、多くは地質に由来します。水道水中の塩素イオンは凝
集剤、消毒剤使用によって増加します。 

味 46 有機物(TOC) 3以下 0.8 

水中に存在する有機物中の炭素を有機炭素または全有
機炭素(TOC)といい、水中の有機物濃度を推定する指標
として用いられます。基準値を超えて検出された場合に
は、下水、し尿、汚水等を多く含む水の混入、汚染プランク
トン類の繁殖の疑いがあります。 
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47 pH値 5.8～8.6 7.5 

水の酸性やアルカリ性の程度を表す指標で、７が中性。７
より小さいほど酸性が強く、７より大きいほどアルカリ性が
強くなります。地下水には二酸化炭素が多く含まれている
ので微酸性のことが多く、配管やポンプが錆びやすい。 

48 味 
異 常 で 
ないこと 

異常なし 
水の味は、地質、化学薬品などの混入や藻類等微生物の
繁殖によるものの他、配管の腐食などに起因することがあ
ります。 

49 臭気 
異 常 で 
ないこと 

異常なし 
水の臭気は、藻類等や放線菌等によるカビ臭、フェノール
などの有機化合物が原因です。水の塩素処理によるカル
キ臭、水道管の内面塗装剤に由来することもあります。 

50 色度 5度以下 1.2度 

水の色の程度を数値で示すもの。色の原因は、主にフミン
質と呼ばれる植物等が微生物により分解された有機高分
子化合物や鉄やマンガン等金属類です。赤水は鉄、黒水
はマンガン、青水は銅が原因です。 

51 濁度 2度以下 
0.1度 
未満 

水の濁りの程度を数値で示すもの。濁りの原因は、主に
管内のサビや堆積物が流出した微粒子で、粘土性物質、
鉄さび、有機物質などです。給水栓水の濁りは配・給水施
設や管の異常を示します。 

 


